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２０１１年７月３日  №２２０ 

１９５０年生まれ、６１歳。ＪＲ西日本（国鉄）

に３７年勤務。５５歳でＪＲを退職後、本格的に

農業に従事、現在、１２ｈａを耕作。元野洲北中

学校ＰＴＡ会長。現在、北集落営農組合長、２０

０５年、野洲市農業委員（現在２期目）。 

【住所】北７２５ 【電話】５８７－３２０５ 

「またしても農業を犠牲にするのか…」「これ

では大規模農家でもやっていけなくなる…」。

いま、民主党菅内閣が進めるＴＰＰ参加に怒り

と不安が広がっています。 
 
 いま大事なことは、「自由化一辺倒でなく食

料主権を保障する貿易ルールの確立」で日本農

業を再生することです。 
 
それだけに農業委員会の果たす役割は重大

です。農地や農家、農業を守る野洲市農政の実

現へ全力でがんばります。ご支援を心からお願

い申し上げます。  

■ＴＰＰ参加に反対し、野洲市農業を守ります 
■価格保障と所得補償で安心できる農業を求めます 
■農業振興条例を制定し、野洲市農業を再生します 
■鳥獣被害の防止対策をすすめます 
■政府の農業委員会解体方針に反対します 

農家の立場で実現をめざします  
野洲市でも米価下落・生産費の高騰、担い手不足で耕作放

棄地が増えるなど深刻な問題に直面しています。切実な願いを

農業委員会に届け実現をめざします 


